
2050年ゼロカーボンシティー
への挑戦

～日本で最も小さくかわいい漁村の挑戦～

令和３（2021）年10月4日

青森県佐井村
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佐井村「２０５０年カーボンニュートラル」

実現に向けた取り組み

これまでの取り組み

●令和３年 ４月 自治体新電力会社「株式会社さいエナジー」設立

→ 公共施設を優先に再生可能エネルギーの供給を開始

※対象施設数９０件のうち３０件切り替え済み（８月末）

●令和３年１０月 小水力発電事業性評価業務開始

→ 調査地点 牛滝川（牛滝地区）

調査期間 令和３～４年度

●令和４年 ５月 小水力発電事業性評価業務

→ 調査地点 流石沢、大滝沢（福浦地区）

調査期間 令和４～５年度
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これからの取り組み

●令和３年１０月 「ゼロカーボンシティさい」宣言

●令和３年１０月～ ロードマップ策定着手

●令和４年 ４月～ 環境省「地域脱炭素移行・再エネ推進交付金」事業採択を目指す

〈地域脱炭素移行・再エネ推進交付金〉 ２２年度予算の概算要求

 全国の２０～４０自治体を対象に３０年度まで継続支援

 交付金で設備費の２分の１から４分の３を賄う

 温暖化ガス排出量を３０年度までに１３年度比で４６％減らす政府目標の実現

 地域内で脱炭素を進める民間事業者も使える

 自治体は９年間で地域で脱炭素化する計画を作り実行

●令和５年 小水力発電事業者公募

佐井村「２０５０年カーボンニュートラル」

実現に向けた取り組み
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ゼロカーボンシティ推進事業の三つの柱

エネルギーを基軸とした地域循環型プラットフォーム

佐井村「２０５０年カーボンニュートラル」

実現に向けた取り組み

01

“地域経済の循環”

 災害、防災対策
 インフラ整備
 雇用の創出
 事業利益の地域循環

02

公共・民間企業・一般家庭の

“電気料金”

の削減

03

地域資源を活用した

“再エネ電源”

の創出を行い

“Ｃｏ２の削減”

活力あふれる「地域循環共生圏」 「脱炭素化・SDGsの実現、そして世界へ」
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電力事業

 当面は村外から再エネを確保
 徐々に村内で生まれる電力の比率を高め地産地消を実現
 自治体新電力事業をプラットフォームとしたローカルＳＤＧｓ

佐井村「２０５０年カーボンニュートラル」

実現に向けた取り組み
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＋
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佐 井 村

ローカルＳＤＧｓ ゼロカーボンシティ 再生可能エネルギー
の創出

地域の災害
レジリエンスの向上 ・・・など

役 場

家 庭

学 校

地元企業
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域内ＲＥ
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